
　
今
回
は
、
西
和
田
地
区
に
所
在
し

た
経
塚
を
紹
介
し
ま
す
。
本
来
は
径

約
９
ｍ
、
高
さ
約
2
・
4
ｍ
の
円
墳

で
し
た
が
、
千
数
百
年
の
時
を
経
た

江
戸
時
代
に
経
塚
と
し
て
再
利
用
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
経
塚
は
、
経
筒
や
経
箱
に
仏
教
経

典
の
写
経
を
入
れ
て
埋
納
し
、
塚
を

築
い
た
も
の
で
す
。
平
安
時
代
は
経

典
の
保
存
が
目
的
で
し
た
が
、
鎌
倉

時
代
以
降
は
現
世
利り

益や
く

祈
願
・
供
養

が
目
的
と
な
り
ま
し
た
。
写
経
は
、

材
木
を
紙
の
よ
う
に
薄
く
削
っ
た
経

き
ょ
う

木ぎ

に
書
き
写
し
た
も
の
、
小
石
に
墨

書
を
し
た
経

き
ょ
う

石い
し

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

経
石
に
は
一
石
に
一
字
を
書
く
一
字

一
石
経
が
普
通
で
す
。
こ
れ
を
埋
納

し
、
建
て
た
石
碑
を
一
字
一
石
塔
と

い
い
、
こ
の
塚
に
も
建
立
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
調
査
で
は
、
頂
に
掘
ら
れ

た
穴
か
ら
経
石
が
6
万
9
千
個
近
く

出
土
し
ま
し
た
。

　

一
字
一
石
塔
に
は
、
い
つ
、
誰

が
、
何
の
た
め
に
祈
願
・
供
養
し
た

か
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
正
面
に
は
「
寛か

ん

保ぽ
う

三（
1
7
4
3
）

年
、
尾び

州し
ゅ
う

笹さ
さ

野の（
現
在
の
愛
知
県
一

宮
市
）妙
光
寺
の
檀
信
徒
が
発
願

し
、
大

だ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う

乗
経（
法ほ

華け

経き
ょ
う）の
一
字
一
石

経
を
埋
納
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
願

文
は
側
面
に
刻
ま
れ
、
そ
の
大
意
は

「
下
総
香
取
郡
和
田
村
梅
林
禅
寺

（
現
在
、
西
和
田
に
は
梅
林
寺
が
あ

り
ま
す
）を
訪
れ
、
そ
こ
で
生
涯
を

終
え
た
『
實（

戒
名
）春
信（

位
号
）士
』
の
33
回
忌
の

法
要
と
村
人
や
檀
信
徒
の
先
祖
供
養

と
子
々
孫
々
に
わ
た
る
一
切
の
利
益

を
祈
願
す
る
。
亡
き
母
を
思
い
経
木

に
代
え
る
石
を
拾
い
集
め
、
香
を
た

き
身
を
清
め
、
写
経
を
成
し
遂
げ
供

養
す
る
」
で
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
前
年
に
関
東
地

方
を
襲
っ
た
大
洪
水
が
あ
り
そ
う
で

す
。
大
型
台
風
に
よ
り
村
人
に
も
作

物
に
も
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

亡
き
母
も
こ
の
災
害
の
犠
牲
者
な
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
傷
も
癒
え
ぬ

翌
年
、
現
世
と
来
世
の
安あ

ん

寧ね
い

を
切
に

願
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
思
い
を
巡
ら

せ
る
と
今
で
も
身
に
つ
ま
さ
れ
ま

す
。
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▲経塚全景（南西から）

▲経石

▲一字一石塔

現
在
の
仕
事
と
今
後
の
目
標
は
？

　

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
企

画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
、
そ
こ
で
つ
な
が
っ
た
人
た
ち

を
L
I
N
E
の
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
へ
誘

導
。チ
ャ
ッ
ト
内
で
自
発
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
な
ど
が
で
き
、
人
が

集
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

育
て
て
い
く
構
想
で
す
。
今

後
、
皆
さ
ん
の
目
に
も
触
れ
る

機
会
が
増
え
て
く
る
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い

で
す
。
ま
た
香
取
市
に
は
遊
び

が
足
り
な
い
と
感
じ
て
お
り
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
が
あ

る
と
い
い
な
と
。
現
在
は
竹

あ
か
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

フ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
後
は
、
ま
ち
の
景
観

に
遊
び
を
落
と
し
込
む
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
!

　
ま
だ
ま
だ
香
取
市
の
こ
と
を
勉
強
中
の

身
で
す
が
、
思
い
付
い
た
こ
と
に
ど
ん
ど

ん
ト
ラ
イ
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
の

で
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
で
す
！

香取市の魅力を再発見！　香取市×慶應義塾大学SFC研究所
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香取市スローシティプロジェクト 

香取市の魅力再発見！
「
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▼詳細はコチラ

▲�大沼での様子。スローシティに取り組
む地元企業の人から話を伺いました

▲�これまでの取り組みやスローシティ
の概要を紹介しました

先進事例を調査！　前橋市を訪問しました 小見川地域で巡回展を開催しました
　8月28日、スローシティに認定されている群馬県前橋市の
赤城地域に足を運びました。スローシティシンボルモニュメ
ントや大沼など、スローシティの理念を体現する場所を巡る
貴重な機会となりました。また、前橋市役所を訪問し、意見
交換も行いました。特に感銘を受けたのは、行政と市民が一
体となってスローシティの価値を創造し、広めていく「仕掛け」
です。この経験を通して学んだことを、今後も香取市での活

動に取り組んでまいります！

　9月26日にいぶき館にて、本プロジェクトを紹介する展示を
行いました。「スローシティ」という言葉を知らない人にも、私
たちの活動と併せて理解を深めていただく機会となり、また私
たちにとっても地域への思いを伺うことのできる貴重な場とな
りました。
　今後も市内各地で巡回展を行ってまいります。この展示が、
香取市の皆さんにとって地域の魅力を再発見していただける
きっかけとなるよう、努めてまいります！
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